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平成29年度
上半期の財政状況

（９月30日現在）

一般会計歳入の状況
●予算額　　45億6,264万円
●収入済額　21億3,153万円
●収入率　　46.7%

■
予
算
は
前
年
同
期
15
％
増

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
当
初

予
算
は
43
億
８
５
４
４
万
円
で
し

た
。
そ
の
後
に
３
度
の
補
正
を
行

い
、
１
億
７
７
２
０
万
円
が
追
加

さ
れ
、
９
月
末
現
在
の
予
算
総
額

は
45
億
６
２
６
４
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
前
年
同
期
と
比
較
す
る

と
５
億
８
４
９
７
万
円
（
14
・

７
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
補
助
金

と
し
て
５
億
７
０
４
３
万
円
を
計

上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
林
水

産
業
費
で
４
億
５
５
１
４
万
円

（
１
１
７
・
８
％
）
の
増
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
予
算
規
模
を
押

し
上
げ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
民
生
費
で
は
、
自

立
支
援
介
護
給
付
費
な
ど
が
増
え

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
３
８
７
２
万

円
（
５
・
１
％
）
の
増
、
教
育
費

で
は
伊
保
内
小
学
校
体
育
館
屋
根

改
修
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
、

２
５
８
２
万
円
（
６
・
７
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
出
執
行
率
38
％

　

歳
入
の
収
入
済
額
は

21
億
３
１
５
３
万
円
で
収
入
率
は

46
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
同
期
を
９
・
７
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
ま
す
。
一
方
歳
出
は
、

17
億
２
６
５
２
万
円
を
支
出
し
て

執
行
率
37
・
８
％
と
な
り
、
前
年

同
期
よ
り
５
・
０
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
村
債
残
高
40
億
円

　

村
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、

40
億
４
３
４
７
万
円
で
前
年
同
期

か
ら
１
億
１
７
４
１
万
円
増
え
て

い
ま
す
。
村
民
一
人
当
た
り
約

68
万
円
の
借
金
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
基
金
（
貯
金
）
の
残
高
は
前

年
同
期
よ
り
３
億
１
０
８
７
万
円

増
の
49
億
１
７
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
村
の
予
算
は
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
村
で
は
年
に
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
平
成

29
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地
方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0 1 2 3 4 5 10 20

地方交付税

県 支 出 金

村　　　債

村 税

国庫支出金

地方消費税交付金

使用料及び手数料

諸 収 入

地方譲与税

そ の 他

20億　637万円
14億8,533万円（74.0%）

3億2,245万円
      7,916万円（24.6%）

5億8,470万円

8億3,389万円

0円（0.0%）

3,827万円（4.6%）

4億2,816万円
2億8,413万円（66.4%）

4,885万円
1,386万円（28.4%）

7,926万円
5,661万円（71.4%）

6,371万円
3,415万円（53.6%）

5,428万円
1,662万円（30.6%）

1億4,097万円
1億2,340万円（87.5%）

（億円）

予算額

収入済額

（　　）内は収入率

※その他は、分担金及び負担金・自動車取得税交付金・繰越金など

村
の
家
計
簿
を
公
表

一
般
会
計
予
算
は
45
億
６
２
６
４
万
円
に

伊保内小学校体育館の屋根を改修中
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水道事業会計の状況
◎収益的収入と支出…主に飲料水を作るお金

予算額は前年度同期と比べ 20 万円（0.1％）の減となっています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
水 道 料 金 11,923 6,217

一般会計補助金 86 0

そ の 他 の 収 益 1,973 3

合　　計 13,982 6,220

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額
浄･配･給水費用 4,521 1,474
施設等減価償却費 6,480 0
企業債利息償還金 1,439 735
その他(総係費含む) 1,542 416

合　　計 13,982 2,625

◎資本的収入と支出…主に施設を整備するお金
支出の予算額は前年度同期と比べ 169 万円（2.1％）の増となっています。

支出超過分は、内部留保資金で運営しています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
国 庫 補 助 金 0 0
一般会計補助金 347 0
一般会計出資金 0 0
建設改良補償金 269 0
企 業 債 0 0
負 担 金 432 0

合　　計 1,048 0

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額
施 設 改 良 費 3,562 0

老朽管更新事業費 0 0

営 業 設 備 費 30 0

企 業 債 償 還 金 4,697 2,333

合　　計 8,289 2,333

（単位：万円）

（単位：万円）

特別会計の状況
区       分 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 8億5,431万円 3億3,755万円
（39.5％）

4億3,921万円
（51.4％）

後期高齢者医療 6,232 万円 1,650 万円
（26.5％）

1,690 万円
（27.1％）

農業集落排水事業 2,918 万円 1,598 万円
（54.8％）

1,310 万円
（44.9％）

下 水 道 事 業 1億2,841万円 7,605 万円
（59.2％）

5,822 万円
（45.3％）

索 道 事 業 1,730 万円 9 万円
（0.5％）

295 万円
（17.0％）

戸 田 財 産 区 646 万円 425 万円
（65.9％）

190 万円
（29.5％）

伊保内財産区 624 万円 31 万円
（5.0％）

271 万円
（43.5％）

江刺家財産区 666 万円 99 万円
（14.8％）

133 万円
（19.9％）

合 計 11億1,088万円 4億5,172万円
（40.7％）

5億3,632万円
（48.3％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で一時
　運用を行っています。

公有財産・基金の状況
区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

土 地 998,004㎡ ±0㎡

建 物 64,564㎡ ＋303㎡

有 価 証 券 416万円 ±0万円

出資による権利 7,549万円 ±0万円

物 件 公用車・消防車など74台 ＋3台

財政調整基金 40億7,368万円 ＋3億462万円

人材育成基金 1億円 ±0万円

減 債 基 金 2億7,644万円 ±0万円

地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円

その他の基金 6,990万円 －5,469万円

区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

政 府 資 金 27億9,769万円 ＋1億6,176万円

地公体金融機構 7億9,491万円 ＋7,922万円

市中銀行など 4億3,947万円 －2,683万円

共 済 な ど 589万円 －473万円

岩 手 県 基 金 551万円 ±0万円

合 計 40億4,347万円 ＋2億942万円

村債の状況

一般会計歳出の状況
●予算額　　45億6,264万円
●支出済額　17億2,652万円
●執行率　　37.8%

0 2 4 6 8 10 12

農林水産業費

民 生 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

消 防 費

衛 生 費

議 会 費

そ の 他

8億4,135万円
1億    695万円（12.7%）
7億9,433万円
4億    966万円（51.6%）

7億6,857万円

6億　556万円
8,281万円（13.7%）

4億1,887万円
2億      83万円（48.0%）

4億1,121万円
1億9,968万円（48.6%）
3億8,458万円
1億9,652万円（51.1%）

1億7,968万円

5,275万円
3,231万円（61.3%）

1億　574万円
2,540万円（24.0%）

（億円）

予算額

支出済額

（　　）内は執行率

3億7,486万円（48.8%）

9,750万円（54.3%）

※その他は、商工費・災害復旧費・予備費。
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News & Information

　
平
成
30
年
度
の
村
内
保
育
園
と
幼
稚
園
の
入
園
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
︒
幼
児
の
入
園
を
希
望
す
る

人
は
︑
関
係
書
類
を
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
︒

■
入
園
で
き
る
児
童

≲
保
育
園
≳

　
保
育
園
に
入
園
で
き
る
の
は
、

児
童
の
保
護
者
が
、

①
会
社
勤
め
な
ど
家
の
外
で
働

い
て
い
る

②
家
庭
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る

③
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間

も
な
い

④
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
精
神

や
体
に
障
が
い
が
あ
る

⑤
病
人
や
心
身
障
が
い
者
な
ど

の
世
話
を
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で
保
育

が
で
き
な
い
場
合
と
な
り
ま
す
。

園児を募集する施設
施設名 電話番号 対象年齢 定員 通常保育時間 開所時間

伊保内保育園 42-2208 生後６カ月以上 80人   8:00～16:00
※延長保育

18:15～19:15
7:15～18:15

戸　田保育園 43-2315 満１歳以上 45人

（幼保一体型）
ひめほたる
こども園

41-1300

保育園 満２歳以上

60人
幼稚園 満３歳以上

  8:00～15:00
※預かり保育
15:00～18:00

≲
幼
稚
園
≳

　
満
３
歳
以
上
の
幼
児

■
入
園
の
申
し
込
み

　

各
幼
保
施
設
か
住
民
生
活
課

な
ど
で
申
し
込
み
用
紙
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

役
場
住
民
生
活
課
な
ど
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
っ
て
く
る
物

①
保
護
者
の
印
鑑

②
就
労
証
明
書
（
受
付
場
所
に

て
配
布
。
申
込
書
類
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
）

■
調
べ
て
お
く
こ
と
︵
申
込
書

類
に
記
入
が
必
要
で
す
︶

同
居
し
て
い
る
家
族
全
員
の
氏

名
、生
年
月
日
、障
が
い
の
有
無
、

課
税
の
有
無

■
保
育
料
に
つ
い
て

　
前
期
分
（
４
月
～
８
月
）

は
平
成
28
年
分
の
村
民
税

の
額
、
後
期
分
（
９
月
～

３
月
）
は
平
成
29
年
分
の

村
民
税
の
額
を
基
に
算
出

し
ま
す
。

※
子
ど
も
が
３
人
以
上
の

世
帯
に
お
い
て
は
、
村
内

幼
保
施
設
に
入
園
す
る
児

童
の
保
育
料
は
無
料
と
な

り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
12
月
11
日
︵
月
︶
～
22
日
︵
金
︶

■
受
付
場
所

　
保
育
園
︙
役
場
住
民
生
活
課

　
幼
稚
園
︙
村
教
育
委
員
会
︑
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園

■
入
園
の
決
定

　

申
込
書
類
を
審
査
し
、
後
日

入
園
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
時
に
入
園
希

望
の
保
育
園
な
ど
を
記
入
し
て

も
ら
い
ま
す
が
、
各
施
設
の
定

数
な
ど
に
よ
っ
て
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　（　 　）

　（　 　）

■
問
い
合
わ
せ

▽
保
育
園
︙
住
民
生
活
課
地
域

福
祉
班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内

線
２
０
２
）　

▽
幼
稚
園
︙
村
教
育
委
員
会
教

育
総
務
班
（
☎
42
‐
２
１
１
１

内
線
３
３
３
）

保
育
園
・
幼
稚
園

の
園
児
を
募
集
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マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
が
発
行

に
な
り
、
12
月
９
日
か
ら
オ
ド

デ
館
で
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
の
写
真
や
、
デ
ザ
イ
ン
の
由

来
、
ご
当
地
情
報
、
下
水
道
に

関
す
る
豆
知
識
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
は
平
成

28
年
４
月
か
ら
合
計
１
９
４
自

治
体
で
２
２
７
種
、
累
計
発
行

枚
数
は
１
０
０
万
枚
を
突
破
す

る
ほ
ど
の
人
気
を
得
て
い
ま
す
。

■
配
布
開
始
日

12
月
９
日
（
土
）

■
配
布
場
所

道
の
駅
お
り
つ
め
オ
ド
デ
館

■
配
布
時
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
オ
ド
デ
館
の
営
業
時
間
内（
１

月
１
日
、
２
日
は
休
館
）

■
配
布
方
法

オ
ド
デ
館
の
レ
ジ
に
て
無
料
配

布
し
ま
す
。（
郵
送
は
不
可
）

カ
ー
ド
は
１
人
に
つ
き
１
枚
の

配
布
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
建
設
課
水
環
境
班
（
☎
42

‐
２
１
１
１
内
線
２
７
３
）

マンホールカード発行
オドデ館で無料配布

12月９日から配布が始まる九戸村のマンホールカード

　

技
術
指
導
お
よ
び
経
営
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

㈱
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
専

任
指
導
員
に
よ
る
指
導
の
ほ
か
、

農
協
や
農
家
な
ど
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
農
作
物
の
栽
培
、
経

営
管
理
な
ど
、
農
業
経
営
に
必

要
な
技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

■
応
募
資
格

○
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
者

な
ど
で
、
独
身
者
は
お
お
む
ね

30
歳
以
下
、
既
婚
者
は
お
お
む

ね
40
歳
以
下
の
人
。

○
村
外
か
ら
の
転
入
者
は
、
引

き
続
き
村
内
に
居
住
し
営
農
で

き
る
人
。

■
条
件
な
ど

○
村
と
研
修
な
ど
の
契
約
を
締

結
し
、
村
が
指
定
し
た
施
設
で

研
修
を
行
う
こ
と
。

○
研
修
を
中
断
し
た
場
合
お
よ

び
就
農
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

助
成
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
書
類
お
よ
び
面
接
審
査
を
行

い
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
若
干
名

■
募
集
期
間

　
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈱
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
（
☎
42

‐２
１
１
１
内
線
２
１
８
・
山
本
）

ま
た
は
農
林
建
設
課
（
☎
42
‐

２
１
１
１
内
線
２
４
１
・
浅
水
）

【
支
援
内
容
】

　

生
活
費
を
３
年
間
（
営
農
研

修
期
間
）
支
援
し
ま
す
。

○
単
身
者
世
帯

月
額
10
万
円

○
夫
婦
２
人
世
帯

月
額
13
万
円

○
夫
婦
と
子
ど
も
世
帯

月
額
15
万
円

　村では、新規就農者（研修者）支援対策
事業を行い、農業の担い手を応援していま
す。３年間の生活費を支援していますので、
あなたも農業を始めてみませんか？

始
め
ま
せ
ん
か
？
農
業

私たちと一緒に農業経営を学びませんか
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

思いを歌に乗せ、情感豊かに表現する戸田小学校全校児童48人

早くゴールしてー、と声援が飛ぶ
赤ちゃんハイハイレース

第１回そばかっけ早食い世界選手権
でアツアツのかっけに挑む挑戦者

村産業・芸術文化まつり
個性豊かなきらめく感性　
　村産業・芸術文化まつりが10月27日～29日と11月３日、
ＨＯＺホールなどで開かれました。展示部門では伝統の技と個
性豊かな若い感性が融合した、絵画や書道、工芸品など多数並
べられていました。体育センターでは、村商工会などが餅せん
べいやいか焼きなどをお手頃価格で多数販売。芳醇な香りに誘
われた来場者は、恵まれた郷土の美味に舌鼓を打っていました。
　発表部門では、村内小中学生が表現力豊かに合唱を発表。心
を一つに醸し出される滑らかなハーモニーに大きな拍手が送ら
れていました。また、荒谷獅子踊り保存会などが継承文化を披
露し、来場者はきらめく舞いや踊りを堪能していました。

小野寺タキさん 107 歳を祝福
目標は家族と元気に 110 歳　
　小野寺タキさん（長興寺下）は11月９日に107歳の誕生
日を迎え、家族や親戚と共に長寿を祝いました。五枚橋久夫
村長が自宅を訪問し、花束と長寿祝い金を手渡し祝福。この
日は茶寿（数え年で108歳）を記念し、九戸神社千葉和彦宮
司を招いておはらいをし、長生きをたたえました。小野寺さ
んは食事を３食、家族と一緒に同じ物を食べているそうです。
４カ月前に右足を骨折し不自由しているが、家族と元気に和
やかに過ごしているそうです。村内最高齢となる小野寺さん
の目標は、110歳以上とのこと。いつまでも健やかにお過ご
しください。

団員増加がたたえられる
村消防団に総務大臣感謝状
　村消防団が「消防団員が相当数増加した消防団」として、
10月25日に総務大臣感謝状を受賞しました。東京都総務省
内で野田聖子総務大臣から、川畑勝美団長へ感謝状が手渡さ
れました。全国的に消防団員が減少している中、団員が増加
している消防団へ感謝状が贈られており、本村では266人か
ら41人増加し、307人（充足率80.8％）となりました。こ
れは災害時のみ出動する機能別団員制度を導入したことと、
団員募集を積極的に展開したことが増加にもつながりました。
　感謝状は全国で28消防団に贈られ、県内でも本村消防団と
八幡平市消防団が受賞となりました。

親戚に囲まれ107歳を祝福される小野寺タキさん（前列中央）

総
務
大
臣
感
謝
状
を
喜
ぶ

川
畑
勝
美
団
長
︵
左
︶
と
五
枚
橋
村
長
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１回でゲートをくぐるかな？
ゲートスルー大会

熊野舘公園もみじ祭り＆東向山ウォーキング
輝く紅葉  ほころぶ笑顔
　熊野舘公園もみじ祭りが10月21日、熊野舘公園で開かれ
ました。祭りに合わせて東向山ウォーキングが初めて行われ、
３歳児から80代まで42人が参加し、ウォーキングに汗を流
しました。あいにくの小雨の中、参加者は色付き始めた紅葉
を楽しみながら自然豊かな景観を満喫していました。また、
九戸政実武将隊も駆け付け、迫力ある演舞に大きな拍手が送
られていました。ウォーキング後には、豚汁や焼きそば、焼
き鳥のお振る舞い。参加者同士が話に花を咲かせながら、交
流を育んでいました。澤向梨乃さん（伊保内小６年）は「友
達と一緒に登って疲れたけど、きれいな景色を見れて良かっ
た」とほほ笑んでいました。

熊野舘公園で九戸政実武将隊と一緒に勝ちどきを上げる参加者

瑞宝双光章の受章を喜ぶ上柿榮さん（中央）

伊保内小学校長など歴任
上柿榮さ

んに瑞宝双光章
　戸田小学校や伊保内小学校の校長を務
めた上柿榮さん（88＝伊保内上）が９月
１日、瑞宝双光章を受章しました。上柿
さんは、昭和23年８月に戸田中学校（当
時）の助教諭として着任。以来、平成２
年まで42年間、誠意と情熱をもって授
業や生活指導に当たるとともに、地域の
教育振興に多大な貢献をしてきました。
　昭和59年から２年間は戸田小学校校
長を歴任、昭和61年から４年間は伊保
内小学校校長を務め、学校・地域・家庭
の連携を図り、学校経営の充実と教育の
発展に尽力したことがたたえられ受章と
なりました。上柿さんは「40年以上前か
ら病気を患っているが、周囲の支えもあ
り栄誉をたまわり感激。栄を授かったの
はみんなのお蔭」と喜んでいました。

村交通指導隊を 40年、県内初の女性隊長
安藤サチ子さ

ん交通安全功労者
　11月１日に盛岡市エスポワールいわてで行われた、県民の
交通安全功労者表彰式で、安藤サチ子さん（75＝伊保内下）
が交通安全功労者表彰を受賞しました。安藤さんは昭和52年
から40年間もの長きにわたり村交通指導隊を務め、平成17
年からは村交通安全母の会連合会会長も歴任。平成10年４月
から７年間は県内初の女性隊長を務めるなど、地域の交通安
全リーダーとして活躍し、児童や高齢者の交通事故防止対策
を積極的に推進していることがたたえられ受賞となりました。
安藤さんは「身に余る光栄で感謝します。今後も受賞の名に
恥じないように日々精進したい」と喜んでいました。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
の

受
賞
を
喜
ぶ
安
藤
サ
チ
子
さ
ん
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み ん な の 広 場

新
成
人
が
本
を
寄
贈

　

村
少
年
野
球
新
人
大
会
は
10

月
９
日
、
ナ
イ
ン
ズ
球
場
で
開

か
れ
、
伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
大

会
は
村
内
４
チ
ー
ム
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
栄
冠
が
競
わ

れ
、
選
手
た
ち
は
懸
命
に
ボ
ー

ル
を
追
い
掛
け
て
い
ま
し
た
。

戸
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
決
勝

は
延
長
ま
で
も
つ
れ
る
ほ
ど
、

ど
の
試
合
も
接
戦
が
展
開
さ
れ
、

ス
タ
ン
ド
か
ら
は
熱
い
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

伊
保
内
ス
ポ
少
に
栄
冠

優勝を飾った伊保内スポーツ少年団

　新春恒例の書き初め大会を開催します。
年頭に当たり、気持ちも新たに書き初め大会に参
加してみませんか？
期　日　平成30年１月７日（日）
場　所　HOZホール
《日    程》　  8：30　受付開始
　　　　  9：00　開会式
　　　　  9：20　席　書
　　　　    10：30　閉会式
◆申込方法
①小中学生については、各学校で参加希望者を取
　りまとめます。
②高校生・一般については、各戸に配布予定のチ
　ラシにて申し込みください。
◆申込期限　12月19日（火）
◆申込先　村公民館（☎42-2111内線312）

新春書き初め大会
１歳のお誕生日おめでとう☆

細川　悠
ゆう

仁
と

くん

12月８日生まれ／次男／細屋
（父）貴史さん（母）詩織さん

「元気に大きくなってね！」
お父さん・お母さんより

戸田　聖
きよ

葉
は

くん

12月20日生まれ／長男／川向
（父）千晴さん（母）照美さん

「いっしょにたくさんあそぼうね」
乙葉・芽葉より

　

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
や
ま
び
こ
が
11
月
３

日
、
公
益
社
団
法
人
読

書
推
進
運
動
協
議
会
長

か
ら
全
国
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
に
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

や
ま
び
こ
は
平
成
16

年
８
月
に
発
足
し
、
会

員
や
ま
び
こ
の
声
が
、

や
ま
び
こ
の
ご
と
く
響

き
わ
た
っ
て
い
く
こ
と

全国優良読書グループ受賞を
願
い
な
が
ら
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
現
在
会
員
10
人
が
、

小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
や
、

幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
・
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
た
た
え

ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の

表
彰
を
喜
ぶ
や
ま
び
こ
の
会
員
た
ち

　

今
夏
の
成
人
式
に
参
加
し
た

新
成
人
34
人
の
皆
さ
ん
か
ら
、

成
人
を
迎
え
た
記
念
と
し
て
本

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村

内
の
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

み
を
持
ち
、
想
像
力
を
膨
ら
ま

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
厳
選
さ
れ
た
、
児
童
向
け
の

図
書
29
冊
で
す
。
村
で
は
公
民

館
図
書
室
で
活
用
さ
せ
て
い
だ

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
図
書
室
に

足
を
運
び
、
手
に
取
っ
て
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

新
成
人
34
人
か
ら
児
童
向
け
の
本

29
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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一
陣
の
風
や
木
の
葉
の
散
り
に
散
る

隣
り
あ
ふ
本
家
分
家
や
柿
熟
る
る

と
ろ
と
ろ
と
沈
む
夕
日
や
柿
た
わ
わ

木
の
葉
髪
無
職
と
記
す
問
診
票

観
賞
の
心
彩
る
文
化
祭

田
村　

畦
畔

十
坪
ほ
ど
庭
一
面
の
柿
落
葉

旧
道
に
沿
っ
て
紅
残
る
菊

沢
伝
い
思
ひ
思
ひ
の
落
葉
道

木
枯
や
軒
の
掛
け
物
家
叩
く

親
族
の
一
同
会
す
秋
惜
し
む

渡　
　

赤
藤

キ
ャ
タ
ビ
ラ
の
轍て

つ

く
ね
く
ね
と
刈
田
か
な

秋
収
め
安
堵
の
夕ゆ

う

餉げ

乾
杯
す

秋
仕
舞
い
一
人
三
役
の
老
二
人

積
ん
読
を
省
み
て
座
す
文
化
の
日

菅
野　

岑
子

一
叢む

ら

の
露
草
咲
い
て
路
地
の
秋

白
々
と
雨
に
打
た
る
る
楤た

ら

の
花

一
村
を
埋
め
て
深
し
夏
の
霧

川
風
が
た
よ
り
の
住
ひ
暑
に
堪
ゆ
る

高
島
ふ
み
女

誉
め
言
葉
互
い
に
貰
い
秋
収
め

菊
摘
む
や
亡
母
の
仕
草
を
偲し

の

び
つ
つ

産う
ぶ

土す
な

の
紅
葉
を
偲
び
受
話
器
置
く

は
ら
か
ら
と
久
し
く
逢
え
ず
十
三
夜

文
化
祭
数あ

ま

多た

あ
る
趣
味
見
惚ほ

れ
け
り

冬
部　

雪
女

暫
し
ば
ら

く
は
香
り
味
わ
う
リ
ン
ゴ
か
な

舘
村　

青
村

寂せ
き

寞ば
く

と
日
の
暮
れ
ゆ
く
や
大
刈
田

冬
霧
に
沈
む
夜
さ
り
の
村
役
場

政
実
の
里
も
寂
れ
て
そ
ぞ
ろ
寒
む

居
酒
屋
に
灯
る
提

ち
ょ
う
ち
ん

灯
夕
時
雨

【
十
月
席
題
詠
よ
り
】

橡と
ち

の
実
や
千
古
不
易
の
里
に
住
む　
　

（
ふ
み
女
）

党
分
派
洞
が
峠
の
秋
の
陣

秋
思
た
だ
往
時
を
偲
ふ
師
の
遺
筆　
　

（
雪　

女
）

政
党
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
し
秋
深
き

党
争
や
台
風
共
に
村
通
過　
　
　
　
　

（
赤　

藤
）

村
は
今
何ど

処こ

も
た
け
な
わ
稲
を
刈
る

秋
の
空
Ｖ
字
に
伸
び
て
飛
行
雲　
　
　

（
畦　

畔
）

台
風
や
不
満
の
政
党
世
の
暗
し

残
る
虫
ほ
ぼ
人
生
の
ど
ん
詰
り　
　
　

（
青　

村
）

む
ら
の
文
芸

第
３
５
５
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

中
野 

ヨ
シ
ヱ
さ
ん

昭
和
13
年
５
月
31
日
生
・
79
歳
（
川
向
）

　

19
歳
の
時
に
結
婚
し
子
ど
も
４
人

に
恵
ま
れ
、
家
庭
を
支
え
な
が
ら
林

業
な
ど
で
働
い
て
き
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
一
生
懸
命
働
い
て
き

て
、
今
で
も
草
取
り
を
し
て
い
る
よ
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
好
き
な
物

を
食
べ
、
好
き
な
事
を
し
て
き
た
こ

と
が
元
気
の
秘
け
つ
だ
ね
。

◆
楽
し
み
は
？　
子
ど
も
の
試
験
や

試
合
の
吉
報
を
聞
く
こ
と
が
楽
し
み
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
子
ど
も
た

ち
が
新
た
な
命
を
授
か
り
、
良
い
知

ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
幸
せ
だ
ね
。

大
お

お

崎
さ

き 

司
つ
か
さ

さ
ん

35
歳
・
雪
屋

　
実
家
を
継
ぐ
た
め
、
６
年
前
に
神
奈
川
県

か
ら
帰
郷
。
今
年
３
月
に
結
婚
し
、
和
牛
や

り
ん
ど
う
を
生
業
と
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
家
の
中
で
の
ん
び
り
小
説
を

読
ん
だ
り
漫
画
を
見
る
事
が
好
き
で
す
ね
。

◆
休
み
の
日
は
？　
妻
と
ド
ラ
イ
ブ
や
買
い

物
に
出
掛
け
る
事
が
多
い
で
す
ね
。

◆
楽
し
み
は
？　
丹
精
込
め
て
育
て
た
牛
が

高
値
で
売
れ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
を
飛
ば
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
家
族
み
ん
な
が
健
康
で

平
和
に
暮
ら
せ
れ
ば
幸
せ
で
す
ね
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

を
願
い
な
が
ら
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
現
在
会
員
10
人
が
、

小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
や
、

幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
・
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
た
た
え

ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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民謡民舞全国大会の内閣総理大臣賞争奪戦で準優勝に輝いた、日本民謡協会岩手九戸会の皆さん

　

日
本
民
謡
協
会
岩
手
九
戸
会

（
屋
形
場
正
藏
会
長
）
は
10
月
５

日
〜
８
日
に
品
川
区
立
総
合
区

民
会
館
で
行
わ
れ
た
、
民
謡
民

舞
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

７
組
が
出
場
し
た
民
舞
黄
旗
戦

で
見
事
優
勝
に
輝
き
、
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緑
旗
、
紅
旗
、
黄
旗

３
部
門
の
上
位
４
チ
ー
ム
が
集

ま
っ
た
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
争

奪
戦
に
、
優
勝
を
獲
得
し
た
同

会
が
進
出
。計
11
チ
ー
ム
に
よ
っ

て
栄
冠
が
競
わ
れ
、
見
事
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
会
は
優
勝
を
目

指
し
て
、
南
部
馬
方

三
下
り
を
堂
々
と
演

舞
。
惜
し
く
も
優
勝

は
逃
し
ま
し
た
が
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た

強
豪
を
抑
え
、
準
優

勝
を
獲
得
し
ま
し

た
。

担　　当 氏　　名

踊り手

屋形場　正　藏
和　田　　敏　
国　久　二三男
尾　友　秀　弘
山　下　正　勝
平　中　実　博
尾　友　勝　則

唄い手 下　田　清　美
三味線 森　川　弘　彩
太鼓・はやし 根　口　良　子
尺八 高　岡　国　男

≪民謡民舞全国大会出場者≫

総
理
大
臣
賞
争
奪
で
準
優
勝

岩
手
九
戸
会
が
民
謡
民
舞
全
国
大
会
出
場

　

民
舞
黄
旗
戦
で
優

勝
を
飾
っ
た
の
は
、

平
成
７
年
以
来
３
度

目
の
快
挙
と
な
り
ま

し
た
。

日
本
民
謡
協
会

岩
手
九
戸
会

屋
形
場
正
藏
会
長

　

今
年
２
月
に
創
立
30
周
年

を
迎
え
た
節
目
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
最
高
賞
と
な
る
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
準
優
勝
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
関
係
者
や
地
域

住
民
の
ご
支
援
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
お
蔭
で
す
。
今
後

も
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

伝
統
民
舞
を
継
承
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

五
枚
橋
村
長
（
前
列
右
）
に
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

準
優
勝
と
、
黄
旗
戦
優
勝
を
報
告
す
る
岩
手
九
戸
会
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

　僕たちは誰かに止めて
もらうのを待っていたの
かも知れない。
　ある日突然、15歳の彼
女は僕を呼び止め、自分の
伝記を書いてほしいと言っ
た。この時僕は、まだあん
な事件が起こるなんて思っ
てもいなかった。

ＭＭ
市川　拓司　著／小学館

サピエンス全史  上下
ユヴァル・ノア・ハラリ　著／河出書房新社

冬雷
遠田　潤子　著／東京創元社

　アフリカで細々
と暮らしていたホ
モ・サピエンスが、
食物連鎖の頂点に
立ち、文明を築い
たのはなぜか。そ
の答えを解く鍵は
虚構にある。なぜ、

　因習に縛られた古い港町
で、代々続く鷹匠の千田家
に引き取られた孤児の代助。
そこで失踪事件が起きた。
そして、代助に思いもよら
ぬ出来事が降りかかった。
　真相を求めて因果の港町
へ行く青年となった代助、 過
去と向き合うために。

　ある日、アヒルとガ
チョウが「動いたら負
け」の競争をすること
にしました。勝った方
が本物のチャンピオン
です。
　果たして、勝つのは
どちらなのでしょう。

うごいちゃだめ！
エリカ・シルヴァマン　文／アスラン書房

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各

学
級
が
競
い
な
が
ら
互
い
に
高

め
合
い
、
学
級
の
絆
を
深
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

九
戸
中
学
校
で
は

10
月
21
日
と
22
日
、

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
創
」
の
下
、
教
室

で
は
教
科
で
学
習
し

た
作
品
を
展
示
。
体

育
館
で
は
、
弁
論
・

合
唱
の
コ
ン
ク
ー

ル
・
総
合
的
な
学
習

の
時
間
・
吹
奏
楽
・

独
唱
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

壁
新
聞
で
は
、
各
学
級
が
記

事
を
厳
選
し
、
自
分
た
ち
の
思

い
を
表
現
力
豊
か
に
新
聞
に
掲

載
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

学
級
全
員
の
心
を
一
つ
に
し
て
、

心一つに絆深まる

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
全
校
生
徒
が
合
唱

し
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

　

伊
保
内
高
校
２
学
年
は
、
12

月
２
日
か
ら
３
泊
４
日
、
関
西

方
面
へ
修
学
旅
行
に
出
発
し
ま

す
。
一
大
イ
ベ
ン
ト
・
修
学
旅

行
を
、
楽
し
く
思
い
出
深
い
も

２
学
年
副
担
任　

教
諭　

上
山　

一
仁

修
学
旅
行
を
成
功
さ
せ
よ
う

の
に
で
き
る
よ
う
に
生
徒
た
ち

も
一
生
懸
命
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
入
学
か
ら
１
年
半
。
最

近
で
は
生
徒
た
ち
が
だ
ん
だ
ん

大
人
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。

　

そ
れ
を
強
く
感
じ
た
の
は
、

伊
高
祭
の
準
備
や
当
日
の
働
き

ぶ
り
で
し
た
。
生
徒
た
ち
が
共

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
報
告
・

連
絡
・
相
談
、
い
わ
ゆ
る
「
ほ

う
れ
ん
そ
う
」
を
密
に
す
る
こ

と
を
実
に
よ
く
実
行
し
て
く
れ

ま
し
た
。
特
に
も
、仲
間
が
困
っ

て
い
る
と
き
な
ど
、
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
、
伊
高
祭
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
に
深
く
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
度
は
、
修
学
旅
行
を
成
功

さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
を
密
に

し
、
協
力
と
助
け
合
い
の
精
神

を
武
器
に
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
つ
い
に
３
年
生
。
次

な
る
場
所
で
も
し
っ
か
り
と
生

き
て
い
け
る
人
材
と
し
て
自
信

を
持
っ
て
送
り
出
せ
る
よ
う
に
、

教
職
員
も
生
徒
と
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

我々はこのような世界に生きているのかを読み解く。

全校生徒による合唱



み
ん
な
の
健
康

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

㉄
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

㉄
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
に
入
り
ま
す
。

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が
口
や
鼻
か
ら

体
の
中
に
入
る
こ
と
で
、
発
熱
や
喉
の

痛
み
、
関
節
や
筋
肉
の
痛
み
な
ど
の
症

状
が
起
こ
り
ま
す
。

　

特
に
、
妊
婦
や
乳
幼
児
、
高
齢
者
な

ど
抵
抗
力
が
弱
い
人
や
体
力
が
な
い
人

は
肺
炎
や
脳
症
を
併
発
し
て
、
重
症
化

す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
み
ん
な
で
感
染
し
な
い
・

さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

▼
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
村
で
は
、
６
カ
月
児
～
18
歳
ま
で
と
、

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
予
防
接
種

費
用
２
５
０
０
円
分
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
予
診
票
を

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
時
に
は
︙

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
︵
保
健
師　
古
舘　
里
美 

︶

マ
ス
ク
の
着
用
・

手
洗
い
・
う
が
い

を
忘
れ
ず
に

①
マ
ス
ク
の
着
用

　

咳せ
き

を
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
咳
を
し
て
い
な
い
人
も
感
染
予
防

に
な
り
ま
す
の
で
、
外
出
時
に
は
マ
ス

ク
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

②
手
洗
い

　

15
秒
以
上
か
け
て
石
け
ん
を
使
っ
て

洗
い
ま
す
。
指
先
、
指
の
間
、
親
指
の

付
け
根
、手
首
も
忘
れ
ず
に
。
ア
ル
コ
ー

ル
製
剤
な
ど
の
併
用
も
お
勧
め
で
す
。

③
う
が
い

　

上
を
向
い
て
15
秒
間
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が

い
を
し
ま
す
。

▼
家
庭
で
は
︙

①
部
屋
の
湿
度
を
50
～
60
％
に
保
ち
ま

し
ょ
う
。

②
普
段
か
ら
十
分
な
栄
養
と
、
休
養
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

☆
家
族
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

た
場
合
に
は
、
看
護
を
す
る
人
を
決
め
、

で
き
る
だ
け
介
護
者
以
外
と
は
接
触
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
全

員
で
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
の
着

用
を
徹
底
し
、
同
じ
タ
オ
ル
や
食
器
を

使
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
結
果
は
い
か
が

で
し
た
か
。
健
診
結
果
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
、
今
後

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
貴

重
な
情
報
に
な
り
ま
す
。
健

診
結
果
を
有
効
に
活
用
し
て
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

総
合
判
定
Ｃ
は
今
す
ぐ
受
診
を

　
　
︵
国
保
担
当　
小
野
寺　
さ
ゆ
り 

︶

■
総
合
判
定
を
見
て
く
だ
さ
い

総
合
判
定　
Ａ

今
回
は
異
状
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

⇦

今
後
も
定
期
的
な
健
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

総
合
判
定　
Ｂ

経
過
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

⇦

日
常
生
活
に
注
意
し
、
３
～
６
カ
月
後

を
め
ど
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

総
合
判
定　
Ｃ

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

⇦

精
密
検
査
ま
た
は
治
療
が
必
要
で
す
。

■
健
診
結
果
の
見
方
は
？

　

村
で
は
、
総
合
判
定
Ｂ
と
Ｃ
の
人
を

対
象
に
、
健
診
結
果
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
や
、
数
値

の
見
方
を
、
保
健
師
が
詳
し
く
丁
寧
に

解
説
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

日
程
は
、
健
診
結
果
に
同
封
し
て
あ

る
チ
ラ
シ
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

■
特
定
保
健
指
導

　

特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導

の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
に
は
、
必

ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

総合判定

個
人
診
断
結
果
個
人
票



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９

13 広報くのへ◦2017（Ｈ29）12月

　

暖
房
器
具
の
正
し
い
取
り
扱
い

方
法
や
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
し
、
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⃝

暖
房
器
具
の
周
囲
に
衣
類
や
布

　
団
な
ど
の
可
燃
物
を
置
か
な
い

⃝

暖
房
器
具
を
使
用
し
た
ま
ま
就

　
寝
し
な
い

⃝

暖
房
器
具
の
上
部
に
洗
濯
物
な

　
ど
を
吊
り
下
げ
な
い

村内の火災・救急（10月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 －１件
救 急 35 件 254 件 － 13 件

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
注
意
を

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や
事
故
の
防
止

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
年
金
の
受
給
資

格
が
な
か
っ
た
人
が
後
納
制
度
を
利
用

し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
年
金
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度
を

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
後
納
制
度
を
利
用

す
る
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
後
納
制
度
が
、
平
成
27
年
10
月
か

ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限

り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
納
制
度
の

対
象
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
は
、
過

去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
が

対
象
で
す
。

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
は
、
保
険
料
納

付
済
み
期
間
と
免
除
期
間
な
ど
を
含
め

た
合
計
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
、
年
金
を

村内の交通事故（10月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 ＋ 3 件
物損事故 1 件 40 件 － 9 件
負 傷 者 0 人 3 人 ＋ 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1118日
（10月31日現在）

３
年
間
限
定
の
後
納
制
度

　

岩
手
県
警
察
で
は
、
12
月
15
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
の
間
、
年
末
年
始
に
お

け
る
特
別
警
戒
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
特
に

⃝

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

　
ア
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件

⃝

空
き
巣
や
事
務
所
荒
ら
し
な
ど
の
窃

　
盗
事
件

⃝

路
面
凍
結
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

な
ど
事
件
・
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、

⃝

防
犯
や
通
報
体
制
を
整
え
る
こ
と

⃝

鍵
掛
け
を
励
行
す
る
こ
と

⃝

道
路
の
状
況
に
応
じ
た
安
全
運
転
に

　
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
特
に
岩
手
県

は
鍵
を
掛
け
ず

に
空
き
巣
に
入

ら
れ
た
、
自
転

車
を
盗
ま
れ
た
と
い
う
盗
難
被
害
の
割

合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
の
外
出
で
も
戸
締
ま
り
を
、
車
、

自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
鍵
掛
け
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る

特
殊
詐
欺
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
サ
イ
ト
の
未

納
料
金
な
ど
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
で
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
販
売

し
て
い
る
電
子
ギ
フ
ト
券
の
カ
ー
ド
番

号
を
聞
き
出
さ
れ
、
電
子
マ
ネ
ー
を
だ

ま
し
取
ら
れ
る
架
空
請
求
詐
欺
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

　

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
お
金
の
要
求
や

電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払
い
は
、
す
べ
て

詐
欺
と
考
え
、
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
給

　

油
は
完
全
に
火
を
消
し
て

　
か
ら
行
う
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 12月４日㊊ 12月５日㊋ 12月11日㊊
空 き 缶 12月18日㊊ 12月19日㊋ 12月25日㊊
粗 大 ご み 12月12日㊋
紙・プラ類 12月14日㊍ 12月20日㊌ 12月28日㊍

ごみ収集日 12 月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
12 ３ よこもり眼科クリニック 22-2230 12 ３ 菅原歯科クリニック 23-1180
10 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 10 関歯科医院 38-2937
17 小野寺クリニック 46-2822 17 ますだ歯科クリニック 26-8282
23 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 23 沢藤歯科医院 25-4002
24 浄法寺診療所 38-2021 24 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182
30 松井内科医院 33-2201 30 右門歯科クリニック 38-2288
31 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 31 国香歯科医院 23-2223

１ １ 川村医院 23-3252 １ １
２ いちのへ内科クリニック 33-2701 ２ 菅歯科 23-5161
３ カシオペア医院 23-3331 ３ ほんだ歯科クリニック 23-9591

  償却資産の申告
１月31日まで

　償却資産の申告は１月31日まで
です。１月１日時点で所有してい
る事業用資産はすべて申告してく
ださい。
■償却資産の対象は？
　平成30年１月１日時点で、会社
や個人が事業のために所有してい
る構築物、機械、器具、備品など
の資産です。
■対象となる物（例）
●飲食店
　厨房設備
　冷蔵庫
　レジスター
●理容業・美容業
　理・美容椅子
　洗面設備

●小売店
　陳列ケース
　冷蔵庫
　自動販売機
●共通…太陽光発電設備、看板、
舗装路面
※自動車税・軽自動車税の対象と
なるものは除きます。
■申告方法
　昨年まで申告している人は、申
告書に償却資産の増減を記入し、
役場へ提出してください。新たに
申告する人は、役場から申告書を
取り寄せて記入し、提出してくだ
さい。
■申告期限
　平成30年１月31日（水）まで
■申し込み・問い合わせ
　税務会計課税務徴収班（☎42-
2111内線223）

  いわて花巻空港
ダイヤを改正

　いわて花巻空港の定期便のダイ
ヤが10月29日から改正されてい
ます。いわて花巻空港からは、札幌、
名古屋、大阪、福岡への直行便が
毎日運航されています。
　また、早期購入割引で予約する
と大変お得です。旅行や観光、ビ
ジネスに、いわて花巻空港をぜひ
活用ください。
■問い合わせ
　日本航空（ＪＡＬ）（☎ 0570-
025-071）、フジドリームエアライン
ズ（ＦＤＡ）（☎ 0570-55-0489）

  エイズ予防
ＨＩＶ検査

　12月１日は世界エイズデーで
す。自分自身や大切な人のために、
エイズについて正しく理解しま
しょう。ＨＩＶ検査を次の通り実
施します。
■日時　12月７日（木）
　午後２時～午後４時
■会場　二戸地区合同庁舎３階
■申し込み　事前予約が必要
■料金　無料
■申し込み・問い合わせ
　二戸保健所保健課（☎23-9206
内線231）
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人のうごき
（平成29年11月1日現在）

●人　口　　５，９６０　人  （ー１３）

　　男　　　 ２，８７３　人　  （－４）

　　女　　　 ３，０８７　人  　（－９）

●世帯数　　２，１６７世帯　　（－６）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　８　人  　（８２人）

　 転　 出　　　 １２　人  （１３３人）

　 出　 生　　 　　２　人  　（２３人）

　 死　 亡　　　 １１　人  　（８１人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆近年、村では地域活動が少なくな
るどころか、多くなっているような
気がします。人口減少が進み少子高
齢化が深刻化する中、地域力が高ま
ることはすばらしいことだと思いま
す。◆私がまだ知らず、広報紙で取り
上げていない活動もあると思います。
これからも九戸村を愛する人や活動
を伝えていきたいと思います。（下村）

  請求は済みましたか
林業退職金共済制度

　以前、林業退職金共済制度に加
入していた、もしくは加入してい
たかもしれない人で、退職金の請
求手続きをしたことがない人は、
退職金をまだ受け取っていない可
能性があります。
　林業の仕事をしていた当時の加
入の有無についても確認できます
ので、気軽に問い合わせください。
■問い合わせ　独立行政法人勤労
者退職金共済機構・林業退職金共
済事業本部（☎ 03-6731-2887）

  人権相談所
開設します

　特設人権相談所を開設します。
■日時　12月７日（木）
　午前10時～午後３時まで
■会場　村山村開発センター
■相談員　村人権擁護委員
■問い合わせ　住民生活課国保住
民班（☎42-2111内線212）

  若者の自立支援
就労相談会

　働いていない若者を支援するセ
ミナーや就労相談会を開催します。
■対象者　15歳～39歳の就職や
自立に向けて不安や悩みがある人
■日時　12月13日（水）
●クッキング　午前10時30分～
午後１時30分
●個別相談　午後２時～午後４時
■会場　二戸保健福祉環境センター
■問い合わせ
　もりおか・みやこ若者サポート
ステーション（☎019-601-6638）

　クリスマスパーティーを下
記の通り開催します。

■日時　12月24日（日）
　午後２時～午後５時
■場所　二戸パークホテル
■対象　20歳以上の独身者
■募集　男女各15人
■申込締切　12月19日（火）
■会費　男性3,000円
　　　　女性2,000円
（女性はペア以上で会費半額）
■内容　クリスマスリース作
り、トークタイム、交流パー
ティー
■申し込み・問い合わせ
　村教育委員会（☎42-2111
内線313・尾友）

  クリスマス
パーティー
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村
金
婚
式
が
11
月
15
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
結

婚
後
50
年
を
迎
え
た
夫
婦
31
組
が

集
ま
り
、
共
に
歩
ん
で
き
た
半
世

紀
の
人
生
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
五
枚
橋
久
夫
村
長
が
、

「
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
や
文
化
の

繁
栄
は
、
皆
さ
ま
の
尽
力
の
た
ま

も
の
と
感
謝
し
ま
す
。
美
し
く
年

輪
を
重
ね
て
き
た
皆
さ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
も
仲
む
つ
ま
じ
く
生
涯
現

役
で
、
明
る
く
楽
し
い
人
生
を
歩

ん
で
ほ
し
い
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
本
久
一
さ
ん
・
キ
ヨ

ノ
さ
ん
夫
婦
（
二
ツ
家
）
が
代
表

し
て
、
五
枚
橋
村
長
か
ら
金
婚
の

章
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

を
代
表
し
て
坂
下
勇
治
さ
ん
・
マ

サ
さ
ん
夫
婦
（
戸
田
舘
の
下
）
が
、

「
二
人
そ
ろ
っ
て
金
婚
式
に
参
加
で

き
る
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
社
会
の
た

め
に
役
に
立
ち
た
い
」
と
お
礼
の

気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

村
金
婚
式
に
31
組

16

結婚 50年を祝福し、戸田保育園の園児から花がプレゼントされました

16

戸田保育園の園児がかわいらしいダンスで金婚式を祝福金婚の章を贈呈される岩本久一さん（左）・キヨノさん（中）夫婦
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式
典
後
の
慶
祝
会
に
は
戸
田
保

育
園
の
園
児
20
人
が
駆
け
付
け
、

ダ
ン
ス
や
歌
で
花
を
添
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
民
謡
協
会

岩
手
九
戸
会
の
皆
さ
ん
も
訪
れ
、

歌
や
踊
り
で
祝
宴
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
料
理
を

味
わ
い
な
が
ら
、
仲
間
た
ち
と
の

会
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
菖
蒲
澤
福
松
さ
ん
・
ト

シ
さ
ん
夫
婦
（
長
興
寺
上
）
が
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
。
半
世
紀
前
の

結
婚
式
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
よ

う
に
、
仲
む
つ
ま
じ
く
幸
せ
な
夫

婦
た
ち
の
テ
ー
ブ
ル
に
、
温
か
く

柔
ら
か
な
火
を
灯
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

関
畑
武
雄
さ
ん
・
チ
サ
さ
ん
夫

婦
（
南
田
）
は
「
今
ま
で
大
病
を

患
い
、
手
術
も
経
験
し
て
き
た
。

大
変
な
と
き
も
二
人
で
力
を
合
わ

せ
、
元
気
に
過
ご
し
て
こ
れ
た
こ

と
が
幸
せ
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま

し
た
。

夫
婦
仲
む
つ
ま
じ
く

　
共
に
歩
ん
だ
半
世
紀


